「最重度障がい者の暮らしをささえる　～重度障がい者等包括支援の活用～」
社会福祉法人 葦の家福祉会　重度障がい者等包括支援事業 りーど
サービス提供責任者　仲村成司

葦の家福祉会は昨年7月に地域型グループホーム「すまいるホーム」を開所しました。ここには男性7名、女性3名が入居しています。入居者の障がい支援区分は区分6が7名、区分5が2名、区分3が1名で、市内でも数少ない重度障がい者のグループホームです。
その中で5名の方（男性3名、女性2名）が重度障がい者等包括支援事業（以下、重度包括支援）を利用して生活されています。
重度包括支援の利用要件は、障がい支援区分6で、四肢麻痺があり、ALSや脳性麻痺など重度の身体障がいのある方(Ⅰ類型)、四肢麻痺に併せて重い知的障がいのある重度心身障がい児者(Ⅱ類型)、それと行動援護の対象者で、かつコミュニケーションに配慮が必要な方(Ⅲ類型)です。本法人の利用者はすべてⅢ類型の方です。
本法人ではグループホーム(その当時はケアホーム)を開設するにあたって、各地の重度・最重度の障がい者が利用しているホームの視察を行ないました。そこで得た情報として、ホームの配置基準の世話人と生活支援員だけでは、利用者の身辺介助や安全確認などが十分に出来ない為、個別にヘルパーをホームに派遣しているということでした。
私たちもそのような計画で準備を進めていましたが、市の居宅介護の基準支給量では十分な支援時間が得られず、必要な支援が提供できないことが分かりました。利用者の安定した介助体制の確保の為に市と協議を重ねる中で、本制度の活用につながりました。
[bookmark: _GoBack]この制度は、利用者の個別支援の為にホームの配置基準の人員より多くスタッフを配置出来ること、自宅に帰省した時にご家族だけでは難しい入浴支援等にスタッフを派遣出来るなど、各利用者のニーズに沿った対応が柔軟に出来るところがメリットです。当法人は通所事業所、ヘルパー事業所、グループホームを運営している為、各事業所間の報酬の按分を調整することで運営の安定化を図っています。全国に事業所が少なく、情報が少ない中で福岡市と話し合いを重ね、他の自治体より手厚い支給量を得ることで、夜勤2名体制が確保できています。
支援面においては毎月サービス調整会議を行なっている為、支援者間の情報共有が図りやすいのですが、スタッフが十分に確保できず、外出支援など余暇のニーズまでは十分に応えられていないのが課題です。
重度・最重度の障がいのある方がグループホームなどを利用して地域生活をしていく為には、個々のニーズ応じた個別の支援がどうしても必要です。重度包括支援は、たしかにそのニーズに沿える制度かもしれません。支援に見合った報酬のあり方、人材確保・育成などの課題はありますが、これからも「障がいがあっても、地域の中でふつうの生活」の実現に向けて、チャレンジしていきたいと思います。
